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悟志蓮華岳の｢貢重な薬草｣とは　　文･写真　関

こ
こ
数
年
来
､
春
か
ら
夏
に
か
け
て
針
ノ
木
･
蓮
華
岳
に
登
る
機
会
が
毎

年
数
回
あ
り
ま
す
｡
今
年
も
蓮
華
岳
の
山
頂
周
辺
で
は
コ
マ
ク
サ
が
見
事
な

じ
ゆ
う
た
ん

花
を
咲
か
せ
､
薄
紅
色
の
絨
毯
を
一
面
に
敷
い
た
よ
う
に
群
落
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
｡
私
は
こ
の
景
色
を
見
る
た
び
に
思
い
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡

そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
ア
ー
ネ
ス
ト
･
メ
イ
ス
ン
･
サ
ト
ウ
が
残
し
た
こ
ん
な

記
述
で
す
｡

｢
人
夫
は
蓮
華
岳
の
頂
上
に
あ
る
と
い
う
貴
重
な
薬
草
の
こ
と
を
口
に
し
た
｡

そ
れ
は
昔
か
ら
人
が
生
き
る
か
死
ぬ
か
を
占
う
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
も
し
水

が
め
の
中
に
入
れ
た
と
き
､
そ
れ
が
開
け
ば
そ
の
人
は
生
き
､
閉
じ
れ
ば
間

も
な
く
死
ぬ
の
だ
と
い
う
｡
｣
(
A
･
M
･
サ
ト
ウ
著
/
庄
田
元
男
訳
『
日
本

旅
行
日
記
1
』
平
凡
社
､
一
九
九
二
)

こ
れ
は
明
治
十
一
年
(
一
八
七
人
)
､
当
時
イ
ギ
リ
ス
駐
日
公
使
館
の
二

等
書
記
官
兼
日
本
語
書
記
官
で
あ
っ
た
サ
ト
ウ
が
大
町
か
ら
針
ノ
木
峠
を
越

え
た
際
に
記
し
た
も
の
で
す
｡
日
本
の
言
語
や
歴
史
と
い
っ
た
日
本
文
化
に

精
通
し
､
十
九
世
紀
の
優
れ
た
イ
ギ
リ
ス
大
日
本
研
究
者
の
一
人
と
い
わ
れ

る
サ
ト
ウ
は
､
駐
日
公
使
館
時
代
に
日
本
各
地
を
旅
行
し
､
案
内
書
も
編

集
･
発
行
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
サ
ト
ウ
が
耳
に
し
た
｢
蓮
華
岳
の
頂
上
に
あ
る
と
い
う
貴
重
を
薬
草
｣

と
は
､
一
体
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
｡
残
念
な
が
ら
サ
ト
ウ
の

記
述
に
は
具
体
的
な
名
称
が
出
て
き
ま
せ
ん
｡
そ
こ
で
､
想
像
力
を
少
し
膨

ら
ま
せ
て
推
測
し
て
み
ま
す
｡

薬
草
と
い
う
こ
と
な
の
で
植
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
｡

薬
に
用
い
た
植
物
で
蓮
華
岳
山
頂
付
近
に
見
ら
れ
る
と
な
れ
ば
､
ま
ず
コ
マ

ク
サ
､
そ
し
て
ト
ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
｡
前
者
は
冒

頭
に
述
べ
た
通
り
群
生
し
､
古
来
､
霊
薬
｢
百
草
｣
の
一
薬
種
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
｡
後
者
は
そ
の
根
を
薬
に
用
い
た
こ
と
か
ら
｢
当
薬
竜
胆
｣

と
い
う
和
名
が
付
い
た
と
ぎ
れ
､
蓮
華
岳
山
頂
に
も
生
育
し
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
人
の
生
死
を
占
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
､
果
し
て
そ
れ
ら

の
植
物
が
そ
の
よ
う
な
用
途
に
使
わ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
り
､
さ
ら
に
薬
と

な
る
植
物
を
使
っ
た
占
い
が
大
町
周
辺
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う

か
も
分
か
り
ま
せ
ん
｡
は
く
せ
ん

今
後
､
薬
用
植
物
や
卜
占
の
俗
信
と
い
う
民
俗
学
的
側
面
を
掘
り
下
げ
る

こ
と
で
､
蓮
華
岳
の
｢
貴
重
な
薬
草
｣
の
正
体
が
あ
る
い
は
明
ら
か
に
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
｡
以
後
の
課
題
と
し
ま
す
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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歴
史
史
料
か
ら
み
た
佐
々
成
政
の

厳
冬
期
北
ア
ル
プ
ス
越
え

-
松
川
村
榛
葉
文
書
を
中
心
に
し
て
(
補
遺
)
-

本
誌
第
四
八
巻
第
九
:
〇
号
に
掲
載
し
た
荒
井

今
朝
一
民
業
｢
轄
史
史
料
か
ら
み
た
佐
々
成
政
の
厳

冬
期
北
ア
ル
プ
ス
越
え
-
松
川
村
榛
柴
文
書
を
中
心

に
し
て
　
(
前
･
後
編
)
-
｣
に
お
い
て
､
前
回
ま
で

に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
注
記
を
補
遺
と
し
て
今
回
ご

紹
介
し
ま
す
｡

な
お
､
【
一
内
は
掲
載
巻
号
､
(
　
)
内
は
こ
こ

で
解
説
す
る
語
句
な
ど
の
紀
述
箇
所
を
示
し
ま
す
｡

(
編
集
部
)

【
第
4
8
巻
第
9
号
(
前
編
)
】

m
『
太
閤
記
』
(
2
頁
1
段
2
行
目
)

小
満
甫
庵
が
著
し
た
『
甫
庵
太
閤
記
』
　
の
ほ
か
､

川
角
三
郎
兵
衛
が
著
し
た
『
川
角
太
閤
記
』
な
ど
が

あ
る
が
､
一
般
に
｢
太
閤
記
｣
と
い
う
と
き
は
､

『
甫
庵
太
閤
記
』
を
さ
す
｡

㈲
民
間
伝
承
(
2
頁
1
段
6
行
目
〉

例
え
ば
'
大
町
市
平
野
口
大
出
集
落
の
西
正
院
所

蔵
の
大
姥
尊
像
(
室
町
時
代
､
大
町
市
指
定
文
化
財
)

は
､
佐
々
成
政
一
行
が
芦
崎
守
か
ら
持
参
し
た
と
の

伝
承
が
地
元
に
残
さ
れ
て
い
る
｡

㈲
大
久
保
恩
隣
(
2
頁
1
段
1
 
2
行
目
)
(
お
お
く
ぼ

た
だ
ち
か
一
五
五
三
～
一
六
二
八
)

江
戸
時
代
前
期
の
幕
臣
､
元
亀
三
年
徳
川
家
康
の

奉
行
と
な
り
､
後
小
田
原
城
主
､
徳
川
秀
忠
の
老
中

と
な
る
｡
慶
長
十
八
年
改
易
さ
れ
近
江
に
幽
閉
後
､

京
都
で
没
す
る
｡

㈲
本
多
正
信
(
2
頁
1
段
1
 
2
行
目
〉
(
ほ
ん
だ
ま
さ

の
ぶ
一
五
三
八
～
一
六
一
六
)

徳
川
家
康
の
側
近
の
謀
臣
､
大
久
保
忠
隣
と
共
に

荒
　
井
　
今
朝
一

奉
行
と
な
り
､
後
相
模
甘
縄
城
主
､
徳
川
秀
忠
の
老

中
と
な
る
｡
子
の
正
純
は
宇
都
宮
城
主
と
な
る
が
､

元
利
八
年
改
易
さ
れ
て
出
羽
へ
配
流
と
な
る
｡

㊥
『
当
代
記
』
(
4
頁
1
段
2
行
目
〉
二

(
天
正
十
二
年
)
同
十
二
月
､
佐
々
陸
奥
守
浜
松

江
下
る
'
時
に
(
織
田
)
信
雄
､
吉
良
､
鷹
野
し
た

ま
ふ
間
､
彼
の
地
に
お
い
て
佐
々
対
面
あ
り
､
や
が

て
帰
国
､
上
下
信
州
を
通
る

㈲
蒙
忠
日
記
』
(
4
頁
1
段
3
行
目
〉
三

(
天
正
十
二
年
)
十
二
月
大

廿
五
日
､
丁
卯
'
越
中
の
佐
々
蔵
助
(
成
政
)
漢

松
へ
こ
し
候

の
家
康
と
成
政
の
問
を
征
来
し
た
使
者
や
間
者
な
ど

と
す
る
見
解
も
あ
る
(
4
頁
1
段
1
 
7
行
目
〉

遠
藤
和
子
氏
著
の
『
佐
々
成
政
』
で
は
､
｢
大
久

保
忠
隣
･
本
多
正
信
連
署
状
｣
の
宛
て
人
で
あ
る
新

屋
但
馬
守
が
当
時
'
松
川
村
を
領
し
て
い
た
も
の
と

み
な
し
､
｢
越
中
征
復
通
用
之
衆
｣
を
成
政
の
使
者

と
断
定
し
て
い
る
｡

⑧
｣
の
連
署
状
の
年
号
に
つ
い
て
(
4
頁
1
段
2
6
行

目〉

『
信
濃
史
料
』
第
十
六
巻
は
'
｢
大
久
保
忠
隣
･

本
多
正
信
連
署
状
｣
を
天
正
十
二
年
の
史
料
と
み
な

し
､
｢
越
中
往
復
通
用
之
衆
｣
に
つ
い
て
成
政
一
行

か
､
使
者
等
か
を
特
定
し
て
い
な
い
｡

㈲
小
笠
原
貞
慶
(
4
頁
1
段
5
0
行
目
〉
(
お
が
さ
わ

ら
さ
だ
よ
し
一
五
四
五
?
～
一
五
九
五
)

『
笠
系
大
成
小
笠
原
系
図
』
に
よ
れ
ば
武
田
信
玄

に
よ
っ
て
信
濃
府
中
(
松
本
)
を
追
わ
れ
た
小
篭
原

長
時
の
三
男
｡
天
正
十
年
七
月
'
本
能
寺
の
変
後
の

混
乱
に
乗
じ
て
深
志
城
(
松
本
城
)
を
奮
取
し
､
徳

川
家
康
の
後
援
を
得
な
が
ら
上
杉
景
勝
に
対
抗
し
'

筑
摩
郡
か
ら
安
賽
郡
の
領
有
化
に
成
功
す
る
｡
天
正

十
三
年
家
康
を
離
反
す
る
が
､
天
正
十
五
年
､
秀
吉

の
命
で
再
び
家
康
に
臣
従
す
る
｡
大
正
十
八
年
､
下

総
古
河
へ
転
封
と
な
る
｡
な
お
'
貞
慶
を
長
時
の
三

男
と
す
る
こ
と
に
は
､
異
論
も
あ
る
｡

1
 
0
そ
れ
ま
で
の
緊
密
な
状
況
か
ら
一
転
し
て
天
正
十

三
年
の
十
一
月
に
は
不
和
に
な
っ
て
い
る
こ
と
(
4

頁
1
段
3
 
1
行
目
〉

天
正
十
三
年
十
一
月
'
大
久
保
､
本
多
と
並
ん
で

家
康
の
側
近
で
あ
っ
た
石
川
数
正
が
､
小
笠
原
貞
慶

と
共
謀
し
､
人
質
と
し
て
家
康
に
預
け
ら
れ
て
い
た

貞
慶
の
息
子
(
秀
政
)
を
連
れ
て
豊
臣
秀
吉
の
元
へ

出
奔
し
､
小
笠
原
氏
と
家
康
は
敵
対
関
係
と
な
っ
た
｡

こ
の
事
件
は
､
秀
吉
の
策
謀
が
成
功
し
た
た
め
で
､

こ
れ
を
契
機
に
､
そ
れ
ま
で
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
小

笠
原
貞
慶
と
上
杉
景
勝
は
､
逆
に
友
好
関
係
と
な
る
｡

【
第
4
8
巻
第
曹
盲
(
後
編
)
】

川
武
田
勝
頼
か
ら
但
馬
守
に
任
せ
ら
れ
(
2
頁
1
段

=ttH)

武
田
勝
頼
官
途
朱
印
状
(
松
川
村
椿
葉
文
書
)

(
竜
朱
印
)

標
葉
但
馬
守

天
正
三
年
疑
十
月
吉
辰

1
 
2
新
発
田
重
家
(
2
頁
1
段
1
 
3
行
目
〉
(
し
ぼ
た
し

げ
い
え
　
?
～
一
五
八
七
)

越
後
北
蒲
原
郡
の
領
主
で
因
幡
守
を
称
す
｡
上
杉

謙
信
死
後
､
上
杉
氏
の
家
督
を
争
っ
た
｢
御
館
の
乱
｣

で
は
上
杉
景
勝
方
に
つ
く
が
､
天
正
十
年
こ
ろ
か
ら

景
勝
に
背
き
､
西
蒲
原
を
攻
め
る
｡
大
正
十
四
年
､

秀
吉
の
命
を
受
け
た
景
勝
に
攻
め
ら
れ
て
同
十
五
年

十
月
滅
亡
す
る
｡
小
笠
原
貞
慶
の
援
軍
も
秀
吉
の
命

に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

均
直
江
兼
続
(
2
頁
1
段
1
 
6
行
目
)
(
な
お
え
か
ね

つ
ぐ
一
五
六
〇
～
一
六
一
九
)

戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
上
杉
氏
の
宰
相
､

樋
口
氏
の
出
自
で
､
天
正
九
年
に
与
板
城
主
直
江
家

を
継
ぎ
､
山
城
守
を
称
す
｡
上
杉
景
勝
の
信
任
が
厚

く
､
家
中
に
強
力
な
権
限
を
も
ち
､
上
杉
氏
が
会
津
'

次
い
で
関
ケ
原
合
戦
に
よ
り
大
幅
な
減
封
を
受
け
米

沢
へ
転
封
後
も
生
涯
を
通
じ
て
藩
政
を
取
り
仕
切
っ

た
｡1

 
4
小
倉
山
城
(
2
頁
1
段
2
3
行
目
)

現
在
の
南
安
曇
郡
三
郷
村
に
あ
っ
た
戦
国
時
代
の

山
城
｡
『
信
府
統
記
』
第
十
八
｢
松
本
領
古
城
記
日

録
｣
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
｡

一
小
倉
山
古
城
地

小
倉
村
蔵
前
ヨ
リ
亥
ノ
方
峰
マ
テ
九
町
四
十
間
程

但
シ
内
麓
ヨ
リ
山
ノ
高
サ
二
町
十
六
間
程

(
中
略
)
城
主
知
レ
ズ
､
但
シ
此
辺
ノ
地
頭
小
笠

原
但
馬
守
貞
政
(
中
略
)

同
三
郎
次
郎
　
天
正
十
三
年
乙
巳
年
卒
ス
､
浄
心

寺
牌
所
ナ
リ
､
然
レ
バ
彼
人
ノ
要
害
ナ
ル
ヘ
シ

均
浄
心
寺
(
2
頁
2
段
1
行
目
〉

浄
土
宗
知
恩
院
末
'
山
号
一
仏
山
｡
小
笠
原
貞
政

の
戒
名
は
､
｢
当
山
開
基
光
明
院
殿
一
誉
脱
斐
浄
心

太
A
H
m
l
o

I
 
6
『
笠
系
大
成
小
笠
原
系
図
』
(
2
頁
2
段
1
 
2
行
目
)

小
倉
藩
小
笠
原
家
の
豪
語
｡
附
録
に
多
く
の
古
文

書
'
古
記
録
を
採
用
し
て
い
る
｡
以
下
に
系
図
の
う

ち
､
本
論
に
関
係
す
る
部
分
を
抄
録
す
る
｡
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『笠系大成小笠原系図』 (抄録)

(
別
掲
図
参
照
)

1
 
7
『
二
木
豪
語
』
(
2
頁
2
段
2
7
行
目
〉

二
木
氏
は
小
笠
原
一
族
と
し
て
い
る
が
､
元
来
は

西
牧
氏
と
同
族
で
滋
野
氏
か
ら
分
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
､
三
郷
村
二
木
を
本
質
と
す
る
在
地
武
士
｡
小
笠

原
氏
に
臣
従
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
､
小
笠
原

貞
慶
の
安
曇
･
筑
摩
平
定
に
尽
力
し
､
近
世
に
は
小

笠
原
氏
の
重
臣
と
な
っ
た
｡
三
木
家
記
』
は
'
慶

長
十
六
年
に
二
木
寿
斎
が
一
族
の
戦
功
に
つ
い
て
記

し
た
も
の
で
､
『
笠
系
大
成
小
笠
原
系
図
』
に
も
同

様
の
記
載
が
多
く
見
ら
れ
る
｡

い
=
-
[
り1

8
塩
尻
峠
合
戦
(
3
頁
1
段
6
行
目
)

天
文
十
七
年
､
信
濃
府
中
の
小
笠
原
長
時
と
武
田

晴
信
(
信
玄
)
が
現
在
の
塩
尻
峠
付
近
(
勝
弦
峠
)

で
戦
っ
た
合
戦
｡
こ
の
合
戦
の
勝
利
を
契
機
と
し
て
､

武
田
信
玄
の
中
信
地
方
に
対
す
る
攻
略
が
本
格
化
し

た
｡

一
い
h
り1

 
9
小
笠
原
長
持
の
勢
力
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
'

つ
い
に
は
武
田
氏
に
追
わ
れ
て
一
部
の
家
臣
を
同
道

し
近
畿
地
方
へ
逃
亡
す
る
(
3
頁
1
段
8
行
目
)

小
笠
原
長
持
は
､
天
文
十
九
年
こ
ろ
上
杉
謙
信
を

頼
っ
て
越
後
方
面
へ
逃
れ
､
そ
の
後
､
一
族
の
三
好

長
慶
を
頼
っ
て
近
畿
地
方
に
滞
在
し
た
｡

2
0
操
業
景
林
(
3
頁
1
段
1
 
4
行
目
)
(
し
め
は
け
い

り
ん
　
生
没
年
､
実
名
と
も
に
不
明
)

霊
系
大
成
小
笠
原
系
図
』
に
は
､
貞
政
の
項
に

｢
弓
馬
的
伝
師
範
標
葉
菜
入
道
景
林
､
景
林
受
長
朝

之
伝
､
而
能
達
糾
方
事
理
'
世
所
謂
達
人
也
｣
と
し
､

頼
貞
の
項
に
は
｢
酉
三
月
､
長
持
･
貞
慶
父
子
上
洛
､

標
葉
栗
入
道
景
林
･
刑
部
之
丞
長
堅
･
頼
貞
供
奉
｣

と
記
し
て
あ
り
､
小
笠
原
流
弓
術
の
奥
義
を
極
め
た

人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

い
=
"
=
り2

 
1
焼
岳
山
頂
の
南
側
を
通
り
飛
騨
の
神
坂
村
へ
と
通

じ
る
古
道
(
4
頁
3
段
9
行
目
〉

古
く
か
ら
飛
騨
と
信
濃
の
交
流
に
利
用
さ
れ
た
古

道
で
'
岐
阜
県
の
神
岡
か
ら
船
津
を
経
て
富
山
へ
と

通
じ
て
い
た
｡
｢
神
坂
(
み
さ
か
)
｣
の
名
も
こ
の
古

道
の
峠
道
に
ち
な
ん
だ
も
の
か
｡

2
2
い
わ
ゆ
る
｢
飛
騨
新
道
｣
(
小
倉
新
道
と
も
い
う
)

が
整
備
さ
れ
､
近
世
末
に
は
相
当
量
の
人
や
物
資
が

通
行
し
て
い
た
(
4
頁
3
段
1
 
3
行
目
)

牛
や
人
が
通
行
で
き
る
道
路
と
し
て
の
整
備
は
､

安
曇
部
署
岡
村
庄
屋
伴
次
郎
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て

小
倉
か
ら
上
高
地
の
間
を
文
政
三
年
に
着
工
し
た
と

さ
れ
る
｡
上
高
地
か
ら
飛
騨
の
間
は
幕
府
の
許
可
が

必
要
な
た
め
に
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
に
よ
う
や

く
開
通
し
た
が
､
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
に
は
災

害
に
よ
り
閉
鎖
と
な
っ
た
｡
(
中
島
正
文
著
『
北
ア

ル
プ
ス
の
史
的
研
究
』
一
九
八
六
)

2
3
天
正
十
三
年
に
は
噴
火
も
確
認
さ
れ
て
い
る
(
4

H
同
い
ー頁

3
段
1
 
7
行
目
)

焼
岳
の
噴
火
で
記
録
上
最
も
古
い
の
は
､
こ
の
天

正
十
三
年
の
大
爆
発
と
さ
れ
る
｡
以
後
､
数
多
く
の

噴
火
記
録
が
あ
る
が
､
全
て
水
蒸
気
爆
発
で
､
特
に

梓
川
を
堰
き
止
め
､
大
正
池
を
誕
生
さ
せ
た
大
正
四

年
の
爆
発
は
有
名
｡

墾
二
木
自
綱
(
4
頁
3
段
2
2
行
目
)
(
み
き
よ
り
つ

H
同
い
ーな

一
五
四
〇
～
一
五
八
七
)

大
和
守
｡
妻
は
斎
藤
道
三
の
娘
｡
飛
騨
国
司
家
姉

小
路
の
名
跡
を
継
い
だ
父
義
綱
の
死
に
よ
り
元
亀
三

年
､
家
督
を
相
続
し
'
織
田
信
長
と
結
ん
で
飛
騨
統

一
を
果
た
す
が
､
天
正
十
年
金
森
長
近
に
よ
っ
て
松

倉
城
を
落
と
さ
れ
､
浪
人
し
て
京
都
で
没
し
た
｡

2
5
復
路
は
季
節
的
な
制
約
や
雪
崩
の
危
険
性
な
ど
か

(ら
飛
騨
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
(
4

頁
4
段
7
行
目
)

佐
々
成
政
の
帰
路
に
つ
い
て
は
､
現
在
の
北
安
曇

郡
小
谷
村
来
馬
集
落
付
近
か
ら
新
潟
県
と
富
山
県
境

の
西
蒲
原
郡
青
海
町
上
路
(
あ
げ
ろ
)
方
面
に
向
か

っ
た
と
す
る
伝
承
も
あ
る
｡

(
長
野
県
史
学
会
会
員
)

良頼

長

　

隆

長

　

次

長

慶

　

-

　

秀

政+
忠
　
條
　
-
　
長
次
(
中
津
溶
)

忠
真
(
小
倉
藩
)

堅

　

-

　

某

　

　

長

堅

之

男

也

小
笠
原
九
市
郎
但
馬
､
忠
真
之
家
令
也

或
日
'
長
堅
無
男
子
'
有
一
女
子
､
但
馬
小
笠
原
民
部
長
利

入
道
喜
悦
　
(
貞
朝
之
四
男
也
)
　
之
子
也
､

長
堅
養
之
､
以
為
子
'

又
日
､
小
笠
原
左
衛
門
尉
是
政
入
道
憩
庵
　
(
貞
朝
之
二
男
也
､

入
道
正
鉄
之
聾
也
)
　
之
子
也
'
未
知
執
是
也
､
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走印

価刷

趨匿園.この｢山と博物館｣腑生紙を使用し､

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

次
の
巻
号
の
『
山
と
博
物
館
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
あ
り
ま
す
｡
こ
こ
で
紹
介
し
た
各
号
収
録
の
題

名
･
著
者
は
主
な
も
の
で
す
の
で
､
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
｡
(
大
町
山
岳
博
物
館
)

▽
第
3
8
巻
第
3
号
(
平
成
5
年
3
月
)

4
0
周
年
記
念
展
示
改
修
に
あ
た
っ
て
　
千
葉
彬
司

北
ア
の
山
々
に
想
い
を
は
せ
て

-
山
岳
博
物
館
展
未
改
修
-
　
山
岳
博
物
館

▽
第
3
8
巻
第
4
号
(
平
成
5
年
4
月
)

写
真
展
開
催
に
あ
た
っ
て
　
　
　
　
穂
苅
貞
雄

梓
川
-
季
節
の
流
れ
の
な
か
で
-
　
穂
刈
貞
雄

北
安
曇
郡
白
馬
村
で
ガ
ロ
ア
ム
シ
を
採
集宮

田
　
渡

▽
第
3
8
巻
5
号
(
平
成
5
年
5
月
)

愛
鳥
週
間
に
よ
せ
て

北
極
の
開
発
･
歴
史
と
現
状
(
前
)

▽
第
3
8
巻
6
号
(
平
成
5
年
6
月
)

百
瀬
慎
太
郎
へ
の
旅

北
極
の
開
発
･
歴
史
と
現
状
(
後
)

鹿
島
･
狩
野
家
｢
登
高
｣
の
人
達

▽
第
3
8
巻
7
号
(
平
成
5
年
1
月
)

｢
斎
藤
清
展
｣
に
よ
せ
て

〝
板
絵
〟
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

▽
第
3
8
巻
8
号
(
平
成
5
年
8
月
)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
カ
モ
シ
カ
を
贈
る

ヤ
マ
ネ

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
締
化
と
育
雛

▽
第
3
8
巻
9
号
(
平
成
5
年
9
月
)

槍
沢
紀
行

ブ
ナ
を
植
え
る

ブ
ナ
林
の
キ
ノ
コ
　
(
そ
の
一
)

-
ブ
ナ
林
へ
の
い
ざ
な
い
-

田
中
宏
一
郎

太
田
呂
秀

飯
島
喜
久
代

太
田
昌
秀

丸
山
　
彰

子
葉
形
司

扇
田
孝
之

千
葉
彬
司

湊
　
秋
作

宮
野
典
夫

船
山
粂
治

和
田
　
浦

清
沢
由
之

▽
第
3
8
巻
S
B
号
(
平
成
5
年
1
 
0
月
)

黒
部
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て
　
　
山
岳
博
物
館

企
画
展
｢
黒
部
渓
谷
-
そ
の
人
跡
と
自
然
に
ふ
れ

て

I

L

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

岳

博

物

館

▽
第
3
8
巻
Ⅱ
号
(
平
成
5
年
日
月
)

槍
ヶ
岳
に
沈
む
月
　
　
　
　
　
　
　
百
瀬
典
明

山
寺
廃
寺
跡
の
出
土
遺
物
　
　
　
　
幅
　
具
義

▽
第
3
8
巻
1
 
2
号
(
平
成
5
年
1
 
2
月
)

厳

冬

の

大

日

岳

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

藤

　

車

乗
チ
ベ
ッ
ト
･
ナ
ム
チ
ャ
パ
ル
ワ
峰
の
気
象

飯
田
　
肇

ブ
ナ
林
の
キ
ノ
コ
　
(
そ
の
二
)

-
ブ
ナ
林
の
今
日
か
ら
明
日
-
　
清
沢
由
之

▽
第
3
9
巻
1
号
(
平
成
6
年
1
月
)

上

高

地

冬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

古

幡

和

敬

居
館
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
錫
杖
　
　
島
田
哲
男

歩
く
ス
キ
ー
(
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
)
を
楽
し
も
う

渡
辺
逸
雄

▽
第
3
9
巻
2
号
(
平
成
6
年
2
月
)

｢
今
宵
､
君
モ
､
同
ジ
月
ヲ
見
テ
ク
ラ
イ
イ
ネ
｡
｣

岩
佐
浩
幸

雨
飾
山
の
小
型
哺
乳
類
を
調
査
し
て
　
肴
倉
孝
明

ク

マ

の

棚

　

　

　

　

　

　

　

　

　

千

葉

彬

司

▽
第
3
9
巻
3
号
(
平
成
6
年
3
月
)

厳
冬
の
喋
ケ
岳
紀
行
　
　
　
　
　
　
飯
塚
知
宏

今
考
え
る
カ
モ
シ
カ
問
題
　
　
　
　
東
　
実
生

(
敬
称
略
)

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
請
求
方
法

右
記
に
ご
希
望
の
巻
号
が
あ
り
ま
し
た
ら
､
一
部

一
〇
〇
円
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
｡
博
物
館
窓
口
で

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
､
ま
た
は
巻
号
･
部
数
を

明
記
の
上
､
現
金
書
留
か
口
座
振
替
で
大
町
山
岳
博

物
館
宛
代
金
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
｡

(
送
料
当
方
負
担
)

資
料
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

当
博
物
館
の
収
蔵
資
料
充
実
の
た
め
､
平
成
十
二

年
度
か
ら
十
四
年
度
ま
で
に
､
あ
ら
た
に
次
の
資
料

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
こ
こ
に
記
し
'
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
｡
　
(
大
町
山
岳
博
物
館
)

平
成
±
一
年
度

ス
キ
ー
等
1
式
､
ピ
ッ
ケ
ル
1
点
､
書
籍
5
0
点

-
-
-
-
-
･
神
奈
川
県
藤
沢
市
　
箕
輪
久
雄
氏

岩
石
･
鉱
物
標
本
観
点
-
-
大
町
市
　
平
林
照
雄
氏

民
具
等
Ⅱ
点
-
-
-
-
-
大
町
市
　
飯
島
英
男
氏

山
川
勇
一
郎
作
コ
ン
テ
･
水
彩
画
4
8
点

-

-

-

-

-

-

東

京

都

大

田

区

　

小

林

素

子

氏

書
籍
1
点
-
-
･
名
古
屋
市
名
東
区
　
杉
田
　
博
氏

足
立
源
一
郎
使
用
･
旧
蔵
ピ
ッ
ケ
ル
､
地
形
図
､
書

籍
等
3
1
3
点
-
-
･
神
奈
川
県
平
塚
市
　
足
立
　
朗
氏

新
聞
記
事
切
り
抜
き
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
(
北
ア
遭

難
関
係
)
　
2
点
-
北
安
曇
郡
白
馬
村
　
長
沢
　
武
氏

平
成
十
三
年
度

曽
根
原
文
平
使
用
･
旧
蔵
釣
り
具
等
1
 
3
点

-

-

-

-

-

-

-

-

大

町

市

　

曽

根

原

佳

枝

氏

書
籍
2
点
-
-
-
徳
島
県
徳
島
市
　
尾
野
益
大
氏

キ
ャ
ン
バ
ス
･
バ
ッ
グ
､
テ
ン
ト
内
張
り
､
ス
キ
ー

靴
等
6
点
-
-
-
石
川
県
金
沢
市
　
橘
　
礼
富
民

ア
イ
ゼ
ン
1
点
-
東
京
都
江
戸
川
区
　
関
口
　
敏
氏

植
物
標
本
(
標
本
棚
入
り
)
批
点
-
-
大
町
市

中
信
森
林
管
理
署
大
町
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
3
点

-
-
-
-
-
･
岐
阜
県
高
山
市
　
㈲
う
え
き
企
画

ピ
ッ
ケ
ル
､
ワ
カ
ン
ジ
キ
､
尻
当
て
､
登
山
靴
4
点

-

-

-

-

-

-

東

京

都

青

梅

市

　

吉

沢

秀

美

氏

書
籍
1
 
5
点
-
-
-
三
重
県
松
阪
市
　
大
北
惇
彦
氏

ス
キ
ー
･
シ
ー
ル
1
点

-

-

-

-

-

-

山

梨

県

大

月

市

　

水

越

崇

子

氏

常
念
岳
山
頂
の
旧
嗣
(
一
部
)
　
1
点

-

-

-

-

-

-

-

-

･

松

本

市

尻
当
て
1
点
-
-
名
古
屋
市
名
束
区

油
彩
画
1
点
-
-
神
奈
川
県
逗
子
市

ス
キ
ー
等
3
点
-
-
-
-
大
町
市

平
成
十
四
年
度

小
谷
部
全
助
山
日
記
3
点

-

-

-

-

-

-

東

京

都

杉

並

区

昆
虫
標
本
(
ド
イ
ツ
箱
)
3
6
箱

-
-
-
-
-
東
京
都
世
田
谷
区

民
具
1
 
3
点
-
-
-
-
-
大
町
市

キ
ス
リ
ン
グ
･
ザ
ッ
ク
2
点

-

-

-

-

-

-

-

-

･

大

町

市

書
籍
9
点
-
-
-
埼
玉
県
桶
川
市

登
山
装
備
1
式
-
-
･
大
阪
市
西
区

山
田
恒
男
氏

立
松
　
優
氏

熊
谷
　
植
民

松
坂
　
登
氏
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